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１ ha 規模大区画水田における水稲用除草剤の粒剤，ジャンボ剤，
自己拡散型浮遊粒剤（FG 剤）およびフロアブル剤の散布時間の比較
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Application time for granules， throw-in type granule pack （Jumbo）， self-dispersible type floating 
granules （FG） and suspension concentrate formulations of paddy rice herbicides in 1-ha scale paddy 

rice fields
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要約：１ ha 規模の大区画水田における水稲用除草剤の散布時間について文献資料を調査
し，剤型および散布方法別の散布時間を比較した。１キロ粒剤は水田内に均一に散布され，
その散布時間は背負い式動力散布機散布では 26.7～48 分 /ha，ドローン散布では 19.9 分 /
ha で他の剤型よりも長かった。これに対して，ジャンボ剤，FG 剤，フロアブル剤は本田
内に入らない全畦畔からの散布，また，散布のための畦畔歩行距離を短くした風上の一部
畦畔からの散布も可能であった。散布時間は，ジャンボ剤では全畦畔からと本田内からの
散布では 14.3 分 /ha，全畦畔からの散布では 13.3～15.7 分 /ha，L 字２辺畦畔散布では 4.9
～8.5 分 /ha， １辺畦畔散布では 3.7 分 /ha であった。FG 剤では，L 字２辺畦畔散布では 2.9
分 /ha ，１辺畦畔散布では 1.7～3.3 分 /ha，ドローン散布では 2.8～3.1 分 /ha，ラジコンボー
ト散布では 10.5 分であった。フロアブル剤では，本田内からの散布では 14.8 分 /ha，１
辺畦畔散布では 6.3 分 /ha，ラジコンボート散布では 7.8～8.3 分 /ha，水口施用では 2.1～5.7
分 /ha であった。
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1 ha scale paddy rice field， herbicide for paddy rice， formulation， application 
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緒　　言

　日本における除草剤の使用の開始は 1950 年以降であ
る。それ以前の除草は手取りや人力の除草器によるもの
で，1949 年の水稲作 10a 当たりの除草時間は 50.6 時間
であった。その後，今日に至るまで優れた除草剤の開発
と普及，また散布機器や散布方法の発達により，2020 年
には 1.1 時間となり稲作の省力化に大きく貢献してきた

（JCPA 農薬工業会）。
　水稲用除草剤には粒剤，乳剤，フロアブル剤，ジャン

ボ剤，少量拡散型粒剤，顆粒等の剤型がある。これらは、
それに適する散布方法と散布機（器）によって散布が行
われている。特に，ジャンボ剤，少量拡散型粒剤，フロ
アブル剤は拡散性が優れ，30a（30 × 100m）規模水田では、
本田に入らずに畦畔からのみの散布で防除が可能となり，
省力化に大きく貢献してきた。しかし，短辺が 30m を
超えるような水田では，畦畔からの散布に加え本田内か
らの散布が推奨され実践されている（青森県農作物病害
虫防除指針編成会議 2024；岩手県 2023；富山県 2023；
日本植物調節剤研究協会）。しかし，足元が不安定な水
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田内を歩行しながらの散布は作業負担が大きい。
　一方，近年，農業生産者の高齢化，水田の大型化，１
経営体の大規模化などが進み，稲作を取り巻く環境は大
きく変化している中，個々の農作業の更なる省力化は極
めて重要である。このような観点から，著者らは短辺が
30m を超えるような１ha 規模の大区画水田（以下，大
区画水田）における除草剤の新規散布方法や，粒自体を
製剤とした新規の自己拡散型浮遊粒剤（FG 剤）の開発
を行ってきた（徐ら 2015，2016，2019a，2019b，2020，
2021，2022a，2022b，2023a，2023b；徐 2021）。　
　従来，除草剤の薬効・薬害試験および普及性試験は，
各薬剤の効果および薬害の評価を目的としており，省力
性の指標となる除草剤散布時間の調査事例，特に大区画
水田での散布時間の調査事例は極めて少ない。本報告で
は，これまでに論文や公的機関等で公表された大区画水
田での粒剤（１キロ粒剤），ジャンボ剤，自己拡散型浮
遊粒剤（FG 剤）およびフロアブル剤の散布方法別の散
布時間を比較した。

材料および方法

　散布時間の調査は，雑草学分野の学会誌（雑草研究，
東北の雑草，東北農業研究，九州の雑草），公的研究機
関等による公表資料および一部の著者の未発表結果を基
にした。その調査対象は，原則として 0.6～２ha 水田に
おいて実用性が確認されたものとしたが，事例の少な
かったものについてはそれ以下の水田での結果も使用し
た。
　本報告で引用した資料における散布時間について，
1998 年の岩手県の１キロ粒剤とフロアブル剤の事例を
除き，薬剤の散布（水口施用を含む）開始から散布終了
までの時間であり散布途中の薬剤補給は含むが，散布機
の運搬，薬剤準備，整備，試運転，調整，洗浄等の作業
は含まない。従って，ラジコンヘリコプターおよびドロー
ンによる散布では，散布前の離陸から散布終了後の着陸
までの時間である。また，ラジコンボート散布では散布
前の畦畔前離岸から散布終了後の畦畔前着岸までの時間
である。

結果および考察

　１剤型で複数の散布方法で試験が行われ，剤型内およ
び剤型間での散布時間の比較が可能であったものは粒剤

（１キロ粒剤），ジャンボ剤，自己拡散型浮遊粒剤（FG
剤）およびフロアブル剤であった。これらの剤型につい
て，散布時間を主要な散布法ごとに第１表に示した。各
剤型の薬量は，粒剤では１kg/10a であった。また，ジャ
ンボ剤および FG 剤はいずれも 400g/10a で，フロアブ

ル剤は 500ml/10a であった。ジャンボ剤は１パック 40g
であった。フロアブル剤の水口施用については第２表に
示した。
1. 粒剤（１キロ粒剤）
　粒剤には１キロ剤や３キロ剤等があるが，現在，その
大部分は１キロ剤である。粒剤の散布には，背負い式動
力散布機，電動式散布機，手回し散粒機を用いて畦畔や
水田内を歩行しながら散布する方法の他（第１図 A，B），
移植機に搭載した移植同時散布機（第１図 C），乗用管
理機，ラジコンヘリコプターやドローンによる散布（第
１図 D）等がある。
　ジャンボ剤や自己拡散型浮遊粒剤（FG 剤），フロアブ
ル剤とは異なり，粒剤は水田に散布されると，粒は田面
上に落下し土壌に吸着されるため，散布むらが生じない
よう水田内に均一に散布する必要がある。特に大規模水
田では，動力散布機を用いても畦畔からの散布では本田
内の中央部分に薬剤が到達しないため，本田内での散布
は必須である。粒剤の散布時間は，背負い式動力散布機
を用いた場合，全辺畦畔と本田内からの散布では 48 分
/ha，また畦畔全辺からの散布では 26.7 分 /ha，乗用管
理機による散布では 51 分 /ha と他の剤型よりも長時間
であった。ただし，最近，普及が進んでいるドローンに
よる散布では途中の薬剤補給を含めても 19.9 分 /ha（19
分 54 秒 /ha）であり，背負い式動力散布機や乗用管理
機による散布よりも７～30 分 /ha 程度省力であった（徐
ら 2023b）。
　その他の散布方法としては，水稲移植機に搭載した移
植同時施薬機による移植同時散布がある。苗や肥料の補
給等の時に薬剤の補給を行うため一時的に移植作業時間
は増加するが，別途の薬剤散布時間は発生しないため，
粒剤としては省力的な散布方法である。
2. ジャンボ剤
　ジャンボ剤は 1994 年に国内で初めて登録された（本
間ら 1998；吉沢ら 1998）。ジャンボ剤には錠剤と拡散型
粒剤を水溶性フィルムで包装した小包装（パック）剤
があり，後者がその大部分を占めている。10a 当たりの
散布薬量は，１キロ粒剤の１/ ４～１/ ２程度と少量で，
パック数は 10 個程度である。これは散布機を必要とせ
ず手で水田内に投げ込む（第２図）。大規模水田におけ
る従来の散布方法である畦畔と本田内からの投げ込みに
よる散布時間は 14.3 分 /ha（14 分 15 秒 /ha）であった（岩
手県 2022a）。
　徐ら（2016，2019b）は，大区画水田でも本田内から
の散布を省略しても薬害も無く十分な除草効果があるこ
とを報告した。この畦畔全辺（全周縁畦畔）からのみの
ジャンボ剤の散布時間は 13.3～15.7 分 /ha であり，水田
内からの投げ込みを含む散布時間よりもやや長い記録も
あった。ただし，足元が不安定な水田内を歩行しない散
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第１表　１ha 規模大区画水田における除草剤の剤型別および散布方法別の散布時間

剤型 散布方法 散布時の歩行位置１） 試験
事例数 栽培法

水田形状 散布時
風速

（m）２）

散布時
水深

（cm）２）

面積当たり散布時間
（min/ha）２,３,４）

供試薬
剤５） 引用文献面積

（ha）
短辺/長辺

（m）

粒剤
（１キロ粒剤）

歩行
（背負い式動噴）

全辺畦畔＋本田内 1 移植 1.4 72/205 4～5 / 48 ① 佐々木（2022）

全辺畦畔 1 移植 0.3 30/100 0～1 / 26.7 ② 一守ら（1995）

本田内（乗用管理機） － 1 移植 1.1 100/107 / / 51 ４） ③ 岩手県農業研究センター
（1998）

ドローン － 1 移植 1.5 97/150 2.6 8～11 19.9 ① 徐ら（2023b）

ジャンボ剤 歩行
（パックの投げ入れ）

全辺畦畔＋本田内 1 移植 1.0 80/125 1.5 5 14.3 ④ 岩手県農業研究センター
（2022a）

全辺畦畔 3 移植 0.9～1.0 48～100/
100～200 / 6～10 13.3～15.7 ④，⑤ 徐ら（2019b）

Ｌ字２辺畦畔
3 移植 0.9～1.1 90～100/

100～107 1.7～1.9 6～10 7.7～8.5 ⑤ 徐ら（2020）

1 移植 2.0 100/200 1～2 3～10 4.9 ④ 徐ら（2023a）

小Ｌ字２辺畦畔 2 移植 1.0 70/147 7.0～7.3 8～10 3.5～3.7 ④
徐ら（2020）

短１辺畦畔 1 移植 0.8 82/100 4 6～10 3.7 ⑤

自己拡散型浮遊
粒剤（ＦＧ剤）５）

歩行
（ハンドスコップによ
る投げ入れ）

Ｌ字２辺畦畔 1 移植 2.0 100/200 2～3 3～10 2.9

④

徐ら（2023a）

小Ｌ字２辺畦畔 1 直播 0.9 58/161 6.1 6～10 2.0

徐ら（2022a）
同１辺畦畔 2 直播・

移植 1.0 100/100 2.9～6.0 6～10 1.7～2.3

短１辺畦畔 1 移植 0.7 70/100 3.2 6～10 3.0 ⑤

長１辺畦畔

1 移植 1.0 70/139 4.3 6～10 2.6 ④

2 移植 1.5～1.8 98/ 
148～200 2.8～8.9 7～11 2.8～3.3 ⑥，⑦ 徐ら（2023b）

1 移植 1.0 80/125 1.5 10 2.0 ④ 岩手県農業研究センター
（2022a）

ドローン － 2 直播 1.0 100/100 3 8～10 2.8～3.1 ④，⑤
徐ら（2023b）

ラジコンボート － 1 移植 0.3 27/95 0.5 4～7 10.5 ⑥

フロアブル剤

歩行
（製品ボトルからの振
り入れ）

本田内 1 移植 1.1 70/155 3～4 6～8 14.8

⑧

徐未発表

小Ｌ字２辺畦畔 1 移植 0.6 60/100 3～4 6～10 4.8
徐ら（2021）

同１辺畦畔 1 移植 1.0 100/100 3～4 7～10 6.3

ラジコンヘリコプター － 2 移植 1.0～1.4 96/107 １～6.7 / 15 ４） ⑨，⑩ 岩手県農業研究センター
（1998）

ラジコンボート － 2 移植 1.0 100/100 1～2 7～10 7.8～8.3 ⑧ 徐未発表

水口施用 － （第２表に記載）

１） 畦畔の歩行位置は第３図参照。
２）表中の／ は引用文献中に記載が無いことを示す。
３） 散布時間は，岩手県農業研究センター（1998）を除き，散布開始～散布終了までの時間（移動・薬剤調整・機械調整を除く。ただし，

途中の薬剤補給時間は含む）。ドローンおよびラジコンヘリコプターは離陸から着陸までの時間，また，ラジコンボートはボート
の畦畔離岸～散布後の接岸までの時間。散布時間は1ha当たりの時間に換算した。

４）岩手県農業研究センター（1998）の散布時間は，1キロ粒剤では散布の他，移動・旋回・薬剤補給・調整を含む。また，フロアブル
剤では散布の他，移動・薬剤調整・機械調整を含めた時間。

５）供試薬剤名（有効成分含有率%）。供試薬剤のジャンボ剤とFG剤の一般名および有効成分含有率（%）は同一である。
　①：トリアファモン（0.5%）・ピラクロニル（2.0%）・ベンゾビシクロン（2.0%）粒剤。
　②：ベンスルフロンメチル（0.75%）・ベンチオカーブ（15%）・メフェナセット（4.5%）粒剤。
　③：ベンスルフロンメチル（0.75%）・ベンフレセート（4.50%）・ジメピレート（15.0%）粒剤。
　④：ピラクロニル（5.0%）・プロピリスルフロン（2.25%）・ブロモブチド（22.5%）粒剤。
　⑤：イマゾスルフロン（2.25%）・オキサジクロメホン（0.75%）・ピラクロニル（5.0%）・ブロモブチド（22.5%）粒剤。
　⑥：トリアファモン（1.25%）・ピラクロニル（5.0%）・ベンゾビシクロン（5.0%）粒剤。
　⑦：テフリルトリオン（5.0%）・ピラクロニル（5.0%）・プロピリスルフロン（2.25%）粒剤。
　⑧：ピラクロニル（3.7%）・プロピリスルフロン（1.7%）・ブロモブチド（16.8%）水和剤。
　⑨：テニクロール（2.0%）・ピラゾキシフェン（2.0%）・ブロモブチド（2.0%）水和剤。
　⑩：テニクロール（5%）・ベンスルフロンメチル（1.4%）水和剤。
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布は，作業負荷が大きく軽減できるため各地で防除指針
に採用され普及されている（農林水産省 2019；岩手県
2023；富山県農林水産部 2023）。
　また，徐ら（2020，2023a）は畦畔全辺のうち風上の
１～３辺畦畔のみからの散布でも薬害も無く十分な除草
効果があることを報告した。この中，L 字２辺畦畔，小

L 字２辺畦畔および１辺畦畔からのジャンボ剤の散布時
間は各々4.9～8.5 分 /ha（４分 54 秒～８分 30 秒 /ha），3.5
～3.7 分 /ha（３分 30 秒～３分 40 秒 /ha），3.7 分 /ha（３
分 40 秒 /ha）であり，歩行距離に比例して畦畔全辺お
よび本田内からの散布よりも６～10 分 /ha 程度短縮し
た（第３図，引用）。

第 1図　1 キロ粒剤の主要な散布方法
 A：背負い式動力散布機による畦畔からの散布（新潟県新発田市，2019年５月13日）。
 B：背負い式動力散布機による水田内からの散布（愛知県豊田市，2018年５月29日） 。
 C：移植同時除草剤散布機による散布（三重県津市，2006年4月20日）。
 D：ドローン散布（富山県富山市，2021年5月20日）。

第２図　ジャンボ剤の散布方法
Ａ：畦畔からの散布（岩手県北上市，2017年５月23日）。
Ｂ：水田内からの散布（三重県松阪市，2016年４月26日）。
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第３図　ジャンボ剤・FG 剤・フロアブル剤の風上畦畔からの散布方法模式図（徐ら 2020）
■散布をを行なう畦畔部位，□散布を行わない畦畔部位。
全周縁畦畔散布は，風向に関係なく圃場全周縁畦畔から散布。
１辺畦畔散布に関して，長辺からは長１辺，短辺からは短１辺，長辺と短辺が同等な場合は同１辺畦畔散布とする。

第４図　FG 剤の主要な散布方法
 A：製品からの直接散布(鳥取県鳥取市，2021年６月２日）
 B：ハンドスコップによる散布（岩手県北上市，2020年５月26日）
 C：ドローンによる散布(青森県黒石市，2020年６月８日）
 D：ラジコンボートによる散布（栃木県栃木市，2022年６月２日）

3. 自己拡散型浮遊粒剤（FG剤）
　FG 剤は 2019 年に初めて登録された。散布方法は，畦
畔からの投げ入れによる散布，ドローンによる散布，ラ
ジコンボート等による散布がある（第４図）。歩行して
の散布では背負い式動力散布機を用いての散布も可能で
あるが，散布機を使わない製品の袋からの直接散布や，
桶等に入れた薬剤をハンドスコップや計量カップ等で散
布する方法が主に用いられている。これらは低価格，小

型・軽量で持ち運びが便利，飛散距離が長い等の点で優
れ FG 剤の散布には適している。特に大規模水田ではハ
ンドスコップで散布する方法が多い。FG 剤もジャンボ
剤と同様に，大区画水田においては風上畦畔からのみの
散布が可能である（徐ら 2022a，2023a，2023b）。FG 剤
の散布時間は，L 字２辺畦畔散布で 2.9 分 /ha（２分 52
秒 /ha），小 L 字２辺畦畔散布で 2.0 分 /ha（１分 58 秒 /
ha），１辺畦畔散布で 1.7～3.3 分 /ha（１分 40 秒～３分
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16 秒 /ha）でありジャンボ剤よりも短かった。これは，
ジャンボ剤は１小包（パック）40 ｇに対して，ハンドス
コップ１杯分の FG 剤は 228g～311g でありジャンボ剤
よりも投げ込む動作の回数が少なくなるためである（徐
ら 2022a）。
　ドローンによる FG 剤の散布時間は 2.8～3.1 分 /ha（２
分 47 秒～３分４秒 /ha）であった（徐ら 2023b）。千葉

（2022）によると，少量拡散型粒剤の「豆つぶ剤（薬量
250g/10a）」では 3.3 分～3.5 分 /ha であった。ドローン
散布でも，FG 剤の散布時間は前述の１キロ粒剤（19.9 分）
よりも 16 分 /ha 程度短かった。粒剤は水田内に均等に
散布する必要があるためシャッター開度を制限すること
で薬剤の吐出量を制限し，かつ飛行ルート幅を狭くする。
これに対し，拡散性に優れる FG 剤は吐出量を制限する
必要がなくシャッター開度 100% で，飛行ルート幅が広い。
この結果，FG 剤は１キロ粒剤よりも飛行距離に比例し
て散布時間が短縮した（徐 2023b）。
　一方，ドローンによる散布時間は，ハンドスコップに
よる風上 L 字２辺畦畔散布や１辺畦畔散布とほぼ同等か
やや長く，必ずしもドローンによる散布時間が短いとい
うことはなかった。むしろドローン散布の場合は，散布

のための機体操縦の他，バッテリーの準備と交換，機体
の運搬と上げ下ろし，飛行調整，飛行中の安全確認等の
ドローン特有の作業があり，その作業時間も含めるとド
ローン散布の方が作業時間は長くなる（徐 2021）。また，
それらの作業を行うためには最低１人以上の作業補助員
が必要で，その人員確保と人件費も考慮する必要があ
る。この点は，１キロ粒剤，フロアブル剤，FG 剤等の
少量拡散型粒剤のラジコンヘリコプター，ドローン，ラ
ジコンボートによる散布の場合も同様である。FG 剤の
ラジコンボートによる散布には，既存のラジコンボート
に FG 剤専用のアタッチメントを取り付けて行う（徐ら
2023b）。その散布時間は 10.5 分 /ha（10 分 30 秒 /ha）
であった。
4. フロアブル剤
　フロアブル剤の散布方法としては，畦畔や本田内を歩
行しながらの製品ボトルの薬液を振り入れる散布，ラジ
コンヘリコプター，ドローン，ラジコンボートによる散布，
さらには水口施用がある（第５図）。まず，畦畔を歩行
しながらの散布については，従来，ジャンボ剤と同様に，
短辺が 30m を超す大規模水田の場合は，畦畔全辺から
の散布に加えて水田内に入っての散布が推奨され実践さ

第５図　フロアブル剤の主要な散布方法
Ａ：畦畔からの散布（茨城県水戸市，2020年５月７日）
Ｂ：本田内からの散布（秋田県南秋田郡大潟村，2018年５月21日）
Ｃ：ラジコンボートによる散布（宮城県名取市，2022年６月１日）
Ｄ：水口施用（富山県下新川郡朝日町，2018年５月18日）
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れているが（日本植物調節剤研究協会），生産者によっ
ては全て本田内のみからの散布を行っている。この散布
時間は 14.8 分 /ha（14 分 48 秒 /ha）であった（徐未発表）。
なお，乳剤（薬量 300ml/10a）を供試した従来の畦畔全
辺と本田内からの散布では 20 分 /ha（19 分 59 秒 /ha）
であった（岩手県 2022b）。
　また，フロアブル剤でもジャンボ剤や FG 剤と同様に，
風上からの小 L 字２辺畦畔や１辺畦畔散布が可能であり

（第３図，徐ら 2021），これらの方法による散布時間は各々
4.8 分 /ha（４分 49 秒 /ha），6.3 分 ha（６分 15 秒 /ha）
であった。またラジコンヘリコプターによる散布時間は
旋回・移動，薬剤補給，調整を含めて 15 分 /ha であっ
た。さらに，ラジコンボートによる散布では 7.8～8.3 分
/ha（７分 45 秒～８分 18 秒 /ha）で，他の剤型と同様に，
畦畔からの風上１辺畦畔散布や小 L 字２辺畦畔散布より
も長かった（徐 2023 ｂ）。
　フロアブル剤は液体で拡散性に優れていることから，
灌漑時の水口における入水時に，流水の上にフロアブル
剤を施用する「水口施用」が可能である。水田により水

口数は異なる。水口施用は１ケ所の水口からでも可能で
あるが，全ケ所使用する方が入水時間は短く有効成分の
拡散は早いと考えられる。水口施用は，湛水深がヒタヒ
タ状態（田面の露出が無い程度）～10㎝程度までのどの
水深からでも可能で（徐ら 2019a，2022b），水口施用時
間は，使用する水口数が１ケ所の場合は１筆当たり 2.8
分（２分 45 秒），２ケ所の場合は１筆当たり 5.7 分（５
分 40 秒），３ケ所の場合は１筆当たり 7.3 分（７分 20 秒）
であり（第２表），水口間を移動する時間も施用時間に
含まれるために水口数が多くなるほど施用時間は長くな
る。なお，１ha 当たりの施用時間は１ケ所の場合は 2.1
分（２分６秒），２ケ所の場合は 5.7 分（５分 40 秒），３
ケ所の場合は５分で、水口数が２カ所と３ケ所では大き
な差は見られなかった。
　ただし，水口施用では，水口施用後も十分な湛水深と
なるまで入水を続け，その後，水口を閉めるという作業
がある。閉め忘れると田面水が畦畔を超えオーバーフ
ローを起こし有効成分の流出となるので注意が必要であ
る。入水時間は水口数，施用時の湛水深，流水速度，入

第２表　1 ha 規模大区画水田におけるフロアブル剤の水口施用時間と施用後入水終了までの時間
（水口を閉めるまでの時間）

栽培法
水田形状

使用水口数
（ケ所）

水口施用開
始時の風速
（m/s）２）

水口施用時間
（min）２）３）

水口施用開始
時の水深

（A, cm）
入水終了時の
水深（B, cm）

増加水深
（（B-A）, cm）

水口施用後から
入水終了までの

時間（hr）
供試薬剤４） 引用文献

形 面積
（ha）

短辺/長辺
（m）１）

移植 四角形 1.1 82/114 3 / / 4～5 10 5～6 6.0 ⑪ 徐ら（2015）

移植 長方形 1.4 85/160 4 / / ヒタヒタ水 6～8 6～8 1.7 
（1時間40分） ⑫

徐ら（2019a）

移植 不整形 1.2 94/145 4 / / ヒタヒタ水 5～7 5～7 1.7 
（1時間40分） ⑪

移植 長方形 0.7 56/124 3 / / 2～3 6～7 4 4.0
⑬

移植 長方形 0.9 55/188 3 / / 3～4 6～7 3 3.0

移植 長方形 1.4 85/160 4 / / 3～5 6～8 3 2.5 
（2時間30分） ⑫

移植 長方形 1.0 72/139 2 / / 3～5 5～7 2 2.0 ⑬

移植 長方形 1.3 65/160 4 / / 4～5 6～7 2 2.5 
（2時間30分） ⑫

移植 長方形 1.0 50/200 2 / / 5.5 7 1.5 1.5 
（1時間30分）

⑧移植 長方形 1.1 73/157 1 / / 5～6 5～6 <0.5 1.0

移植 長方形 1.3 100/130 1 3.7 2.8
2.1 4～7 7～10 3 3.0

徐ら（2022b）移植 正方形 1.0 100/100 2 3 5.7
5.7 5～9 5～9 <0.1 0.3 

（15分） ⑭

移植 長方形 1.5 88/167 3 2.9
（向い風）

7.3
5.0 6～10 6～10 <0.1 0.3 

（15分） ⑧

直播 正方形 1.0 100/100 3 2.6 / 6～10 6～10 <0.1 0.2 
（10分） ⑬ 徐未発表

１）下線は水口が位置する畦畔。
２）表中の／ は引用文献中に記載が無いことを示す。
３）上段の数字は１筆当たり，下段は１ha当たりの施用時間を示す。
４）供試薬剤名（有効成分含有率%）。
　⑧：ピラクロニル（3.7%）・プロピリスルフロン（1.7%）・ブロモブチド（16.8%）水和剤。
　⑪：イマゾスルフロン（1.7%）・ピラクロニル（3.7%）・ブロモブチド（16.3%）水和剤。
　⑫：ピラクロニル（3.9%）・プロピリスルフロン（1.7%）水和剤。
　⑬：イマゾスルフロン（1.7%）・オキサジクロメホン（0.56%）・ピラクロニル（3.7%）・ブロモブチド（16.3%）水和剤。
　⑭：トリアファモン（0.96%）・ピラクロニル（3.8%）・ベンゾビシクロン（3.8%）水和剤。
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水終了後の湛水深等によっても大きく異なり，本調査で
は１～６時間であった。ただし，入水時間が 15 分の結
果は，十分な湛水条件（水深が浅い所でも５㎝以上）で
の入水時間を事前に 15 分と設定したことによる（徐ら
2022b）。最近の調査では 10 分の短時間でも良かった（徐
未発表）。

　なお，ジャンボ剤，FG 剤，フロアブル剤で，風上畦
畔からのみの省力的な散布や水口施用が実用可能な理由
は，これらの剤型では有効成分が散布後，または施用後，
直ぐには全量が田面に沈降することはなく，散布 48～96
時間後でもその半量近くは水中に浮遊し，その間に水田
の隅々にまで拡散し均一な濃度になっていくからである

（岩手県 2022a：徐ら 2016，2019b，2020，2021，2022a）。
以上のように水稲除草剤には様々な剤型や散布方法があ
る。水田の大きさ・形状，立地条件，また，生産者の経
営規模，人員数，所有散布機などを考慮して，それらに
適する剤型・散布方法を選択すればよい。ただし，薬剤
の種類は多いため，大規模水田において本田内に入らな
い畦畔からの散布や，さらには畦畔の一部からの散布が
どの剤でも適用可能かどうかは不明である。これらの方
法で薬剤を散布する場合は，事前に薬剤毎に検証を重ね
その実用性の確認が必要である。
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